
議会からのたより
第45号

◆
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

【
一
般
会
計
】

・
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
外
壁
補
修
工

事
支
払
い
遅
延
に
伴
う
損
害
賠
償

金　
　
　
　

 　

２
６
６
万
円
新
規

　
12
月
11
日
か
ら
14
日
ま
で
の
４
日

間
を
会
期
と
し
て
開
催
し
、
同
意
１

件
、
条
例
の
制
定
１
件
、
条
例
改
正

２
件
、
補
正
予
算
７
件
、
発
議
１
件

の
合
計
12
件
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
会
期
を
３

日
残
し
て
閉
会
し
た
。
一
般
質
問
は

小
森
議
員
、
山
本
議
員
の
２
名
が

行
っ
た
。

◆
令
和
３
年
遠
別
町
新
年
交
礼
会
に

つ
い
て

◆
令
和
２
年
度
第
一
次
産
業
の
生
産

状
況
に
つ
い
て

◆
令
和
２
年
度
工
事
等
の
発
注
状
況

に
つ
い
て

　
11
月
５
日
の
１
日
間
を
会
期
と
し
て

開
催
し
、
報
告
２
件
、
補
正
予
算
２

件
の
合
計
４
件
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
閉
会
し
た
。

◆
総
務
産
業
常
任
委
員
会
町
内
所
管

事
務
調
査
報
告
に
つ
い
て

◆
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
町
内
所
管

事
務
調
査
報
告
に
つ
い
て

【
一
般
会
計
】

・
特
産
品
「
北
吹
雪
」
販
売
支
援
事

業
補
助
金　
　
　

 　

75
万
円
新
規

・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
冷
暖
房
設
備

取
替
工
事　

 　

５
２
０
万
円
新
規

　
11
月
27
日
の
１
日
間
を
会
期
と
し

て
開
催
し
、
損
害
賠
償
の
額
を
定
め

る
こ
と
に
つ
い
て
１
件
、
条
例
改
正

２
件
、
補
正
予
算
６
件
の
合
計
９
件

の
議
案
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お

り
可
決
し
、
閉
会
し
た
。

◆
職
員
の
不
適
正
事
務
に
つ
い
て

◆
レ
ス
ト
ラ
ン
と
ん
が
り
か
ん
の
無

償
譲
渡
に
つ
い
て

◆
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に

つ
い
て

◆
町
長
等
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
６
回
臨
時
会

報　
告

議会の主な動き
( 令和２年１１月～令和３年１月）

11 月３日
令和２年度遠別町表彰式に
議長外議員３名出席
11 月 17日
第８回議会全員協議会開催
11 月 27日
第４回議会運営委員会開催
12 月 11日
第９回議会全員協議会開催
１月 10日
令和３年遠別町成人式に議
長出席
１月 12日
第１回議会報発行特別委員
会開催
１月 27日
第２回議会報発行特別委員
会開催

行
政
報
告

主
な
補
正
予
算

主
な
補
正
予
算

第
７
回
臨
時
会

審
議
事
項

第
８
回
定
例
会

行
政
報
告
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議会からのたより
第45号

◆
遠
別
農
業
高
等
学
校
国
内
研
修
の

中
止
に
つ
い
て

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
い
て

・
渋
田
誠
氏
（
本
町
３
）
の
選
任
に

つ
い
て
同
意
し
た
。

◆
議
会
議
員
及
び
町
長
の
選
挙
に
お

け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◆
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

◆
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

【
一
般
会
計
】

・
非
常
用
ポ
ー
タ
ブ
ル
蓄
電
池

２
７
５
万
円
削
除

・
さ
わ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
祭
り
運
営
補

助
金　
　
　

 　

１
３
０
万
円
削
除

【
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
】

・
市
町
村
事
務
処
理
標
準
シ
ス
テ
ム

改
修
業
務
委
託
料13

万
８
千
円
新
規

【
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
】

・
後
期
高
齢
者
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務

委
託
料　
　
　

 

60
万
８
千
円
新
規

第
７
回
臨
時
会

と
ん
が
り
か
ん
の
無
償
譲
渡

　
え
ん
べ
つ
リ
ゾ
ー
ト
開
発
株
式
会
社

が
所
有
し
て
お
り
ま
し
た
「
と
ん
が
り

か
ん
」
に
つ
き
ま
し
て
、
６
月
議
会
臨

時
会
に
お
い
て
無
償
譲
渡
並
び
に
、
今

後
の
活
用
方
法
等
に
つ
い
て
報
告
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
10
月
６
日
付
で
同
社
よ
り
書
面
に

て
無
償
譲
渡
に
関
す
る
申
し
出
が
あ

り
、
11
月
12
日
無
償
譲
渡
契
約
を
締
結

し
ま
し
た
の
で
、
報
告
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
今
後
の
手
続
き
に
つ
き
ま
し
て

は
、
譲
渡
を
受
け
た
町
に
お
い
て
、
火

災
保
険
の
加
入
、
所
有
権
移
転
に
伴
う

登
記
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
補
修
な

ど
を
含
め
た
活
用
方
法
に
つ
い
て
、
道

の
駅
、
富
士
見
ヶ
丘
公
園
、
さ
ら
に
河

川
公
園
を
含
め
た
中
で
一
体
的
に
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
利

活
用
す
る
の
が
一
番
良
い
の
か
内
部
で

検
討
し
、
町
民
の
皆
様
、
議
員
各
位
に

お
知
恵
を
い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

第
８
回
定
例
会

遠
別
農
業
高
校
研
修
中
止

　
９
月
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
例
年

実
施
し
て
お
り
ま
す
、
遠
別
農
業
高
等

学
校
の
海
外
研
修
を
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
国
内
研
修

に
変
更
す
る
旨
の
行
政
報
告
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
初
は
、
道
外
で

の
研
修
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

感
染
拡
大
に
よ
り
道
外
へ
移
動
す
る
こ

と
が
難
し
く
な
り
、
最
終
的
に
は
、
道

内
で
研
修
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
道
内
も
感
染
リ
ス
ク
が
高
く
な
っ

た
こ
と
と
、
さ
ら
に
、
生
徒
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
不
安
に
思
っ
て

い
る
生
徒
も
多
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

を
総
合
的
に
判
断
し
、
今
年
度
の
研
修

に
つ
い
て
は
、
中
止
す
る
こ
と
を
教
育

振
興
会
及
び
学
校
か
ら
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
研
修
は
、
３
年
生
に
と
っ
て
は

学
校
生
活
の
集
大
成
で
あ
り
ま
す
が
、

生
徒
の
安
全
を
考
え
る
と
中
止
は
や
む

を
得
な
い
判
断
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
教
育
振
興
会
か
ら
は
、
海
外
研

修
を
目
的
の
一
つ
と
し
て
入
学
し
た
生

徒
も
い
る
こ
と
か
ら
、
海
外
研
修
に
代

わ
る
も
の
と
し
て
、
卒
業
す
る
に
あ
た

り
、
何
か
記
念
品
を
生
徒
に
贈
り
た
い

と
の
相
談
も
受
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

併
せ
て
ご
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

町
長
・
教
育
長
か
ら
の
行
政
報
告
（
抜
粋
）

審
議
事
項

主
な
補
正
予
算
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議会からのたより
第45号

第  

８  

回  

定  

例  

会  「  

一  

般  

質  

問  

」

笹
川
町
政
３
期
目
の
所
信
表
明

の
中
に
「
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推

進
を
図
り
、
新
規
就
農
者
や
後
継
者

の
育
成
」
と
あ
っ
た
。
農
業
の
後
継

者
不
足
が
現
実
と
な
っ
て
い
く
中
、

既
存
経
営
者
の
耕
作
面
積
の
増
加
が

進
み
、
大
型
機
械
の
導
入
な
ど
が
進

ん
で
い
る
が
、
労
働
者
不
足
の
課
題

が
あ
る
。
本
町
で
も
、
農
協
や
農
業

者
と
と
も
に
課
題
解
決
の
鍵
と
な
る

先
端
技
術
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農

業
を
「
ス
マ
ー
ト
農
業
加
速
化
実
証

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
活
用
し
、
未
来

を
見
据
え
た
農
業
に
取
り
組
む
べ
き

と
考
え
る
が
、
町
長
の
考
え
は
？

本
町
に
お
い
て
も
高
齢
化
が
進

み
農
業
後
継
者
不
足
が
進
む

中
、
労
働
力
不
足
の
課
題
に
つ
い
て

は
理
解
し
て
お
り
、
新
規
就
農
者
の

育
成
や
基
盤
整
備
事
業
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
。
し
か
し
、
農
地
の
集
積

や
作
業
受
諾
の
増
加
に
よ
り
、
１
戸

あ
た
り
の
経
営
面
積
が
増
え
、
圃
場

整
備
や
大
区
画
化
が
思
う
よ
う
に
進

ん
で
い
な
い
こ
と
も
、
ス
マ
ー
ト
農

業
推
進
に
つ
い
て
今
後
の
課
題
で
あ

る
。

　

こ
れ
か
ら
の
遠
別
農
業
に
お
い
て

も
、
ス
マ
ー
ト
農
業
は
、
将
来
を
見

据
え
た
取
り
組
み
と
し
て
必
要
不
可

欠
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
農
協
や

普
及
セ
ン
タ
ー
等
の
団
体
と
連
携
し

な
が
ら
、
水
田
、
畑
作
、
酪
農
に
つ

い
て
、
将
来
ど
の
よ
う
に
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
の
か
、
農
業
者
を
始
め
、

特
に
こ
れ
か
ら
の
主
役
で
あ
る
若
い

担
い
手
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
、
先
進
地
の
事
例

を
参
照
し
、
理
解
を
深
め
て
い
く
こ

と
が
最
初
の
取
り
組
み
と
考
え
て
い

る
。
こ
の
取
り
組
み
を
行
い
、
農
地

集
積
を
視
野
に
入
れ
た
圃
場
の
大
区

画
化
、
基
地
局
の
整
備
、
機
器
導
入

費
用
な
ど
の
課
題
が
あ
る
が
、
遠
別

の
農
業
に
と
っ
て
何
が
必
要
な
の
か

見
極
め
な
が
ら
「
ス
マ
ー
ト
農
業
加

速
化
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
国

の
事
業
等
を
活
用
し
、
こ
れ
か
ら
の

農
業
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

全
国
各
地
で
運
行
さ
れ
て
い

る
、
乳
幼
児
の
夢
を
乗
せ
て
走

る
送
迎
バ
ス
は
、
幼
い
心
に
豊
か
な

思
い
出
と
し
て
残
り
保
護
者
の
送
迎

の
負
担
軽
減
が
で
き
る
。
乳
幼
児
の

送
迎
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
取
り
組

む
べ
き
で
は
な
い
か
？

送
迎
バ
ス
は
、
近
く
の
保
育
園

に
定
員
の
空
き
が
な
く
、
自
宅

か
ら
遠
距
離
に
あ
る
保
育
園
の
利
用

を
可
能
に
す
る
た
め
、
待
機
児
童
解

消
へ
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。
本
町
に
お
い
て
、
待
機

児
童
は
い
な
く
、
保
育
園
は
一
つ
し

か
な
い
。
送
迎
バ
ス
運
行
に
あ
た
っ
て

は
、
バ
ス
に
添
乗
す
る
保
育
士
の
確

保
な
ど
問
題
は
あ
る
が
、
一
番
の
課

題
は
、
運
行
系
統
と
時
間
と
思
う
。

送
迎
の
都
合
の
よ
い
時
間
が
家
庭
に

よ
っ
て
違
い
、
現
在
、
き
ら
り
の
登

園
は
、
長
時
間
保
育
の
場
合
７
時
か

ら
９
時
ま
で
。
降
園
は
、
16
時
か
ら

18
時
ま
で
と
時
間
の
幅
が
あ
り
、
保

護
者
に
よ
る
送
迎
の
方
が
自
分
達
の

ペ
ー
ス
で
送
迎
で
き
て
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
送
迎

バ
ス
を
導
入
す
る
と
、
送
迎
時
の
担

当
保
育
士
と
保
護
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
少
な
く
な
り
、
園
で

の
子
供
の
様
子
が
見
ら
れ
ず
、
担
当

保
育
士
や
他
の
保
護
者
と
話
を
す
る

機
会
も
減
り
、
子
供
の
園
や
家
庭
で

の
状
況
、
伝
え
て
お
き
た
い
こ
と
な

ど
情
報
が
少
な
く
な
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
保
護
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
、
園
児
の
健
や
か
な
成
長

を
促
す
た
め
に
も
、
重
要
な
保
育
士

の
業
務
だ
と
考
え
て
い
る
。
町
と
し

て
は
、
登
園
及
び
降
園
は
、
保
護
者

に
お
い
て
送
迎
を
お
願
い
し
た
い
と

考
え
て
い
る
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

町
政
を
問
う

問①答①

小森議員　 問 ①スマート農業補助金の活用は／②乳幼児送迎バス運行について

笹川町長　 答 ①何が必要か見極め考えていく／②保護者による送迎をお願いする

問②答②
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議会からのたより
第45号

各
地
の
市
町
村
で
は
、
相
互
の

地
域
振
興
を
図
る
狙
い
か
ら
連

携
を
強
め
て
き
て
い
る
。
本
町
で
も
、

福
井
県
越
前
市
、
カ
ナ
ダ
の
キ
ャ
ッ

ス
ル
ガ
ー
市
と
の
交
流
、
市
町
村
連

携
モ
デ
ル
事
業
に
よ
り
５
町
村
で
連

携
し
て
移
住
促
進
事
業
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
そ
の
他
に
も
、
移
住
・
定

住
を
促
進
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い

る
が
、
思
う
よ
う
な
結
果
が
で
て
い

な
い
状
況
で
あ
る
。
地
域
の
活
性
化

に
は
、
人
口
、
交
流
の
増
加
が
重
要

に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

笹
川
町
政
３
期
目
の
所
信
表
明

で
、
道
の
駅
を
中
心
に
、
富
士
見
ヶ

丘
公
園
、
河
川
公
園
と
併
せ
て
、
総

合
的
な
交
流
拠
点
と
し
た
整
備
と

民
間
事
業
者
等
と
の
連
携
協
定
な

ど
に
よ
る
地
域
間
交
流
に
よ
る
関
係

人
口
の
創
出
に
取
り
組
む
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
が
、
交
流
人
口
を
増
や
す

方
法
と
し
て
、
道
内
で
市
町
村
名
に

「
別
」
の
つ
く
市
町
村
を
調
べ
た
と

こ
ろ
、
５
市
13
町
２
村
が
あ
り
、
そ

の
市
町
村
に
交
流
参
加
を
呼
び
か

け
、
市
町
村
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
、

特
産
品
の
販
売
な
ど
か
ら
徐
々
に
交

流
の
拡
充
を
図
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
？

過
疎
地
域
に
お
い
て
人
口
減

少
が
進
む
中
、
本
町
も
、
姉

妹
都
市
交
流
や
他
市
町
村
と
の
連

携
、
移
住
促
進
対
策
な
ど
様
々
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
人
口
増

加
に
は
、
残
念
な
が
ら
至
っ
て
い
な

い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
人
口

減
少
対
策
は
最
優
先
す
べ
き
対
策
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
直
接
人
口
が

増
や
せ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
交
流
人

口
及
び
関
係
人
口
の
増
加
対
策
に
取

り
組
む
こ
と
も
本
町
に
と
っ
て
有
効

な
対
策
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

議
員
か
ら
提
案
の
対
策
も
、
一
つ
の

方
法
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
も
、
道

内
及
び
首
都
圏
に
出
向
き
、
特
産
品

の
販
売
を
含
め
た
本
町
の
Ｐ
Ｒ
活
動

を
続
け
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い

る
関
係
市
町
村
と
の
交
流
を
深
め
て

お
り
、
現
時
点
で
は
サ
ミ
ッ
ト
の
開

催
は
考
え
て
い
な
い
。

　

今
年
度
「
道
の
駅
え
ん
べ
つ
富
士

見
」
が
完
成
し
、
多
く
の
利
用
者
が

来
て
い
る
状
況
で
、
大
変
喜
ば
し
い

次
第
で
あ
る
。
今
後
も
、
道
の
駅
を

中
心
に
、
情
報
発
信
や
イ
ベ
ン
ト
の

工
夫
、
周
辺
施
設
を
含
め
た
交
流
人

口
対
策
を
展
開
し
、
魅
力
あ
る
遠
別

に
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
く
。

　

ま
た
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
や

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
本
町
に
滞

在
し
て
い
た
だ
け
る
対
策
も
併
せ
て

進
め
て
い
き
た
い
。

成
人
式
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴

い
、
各
地
で
延
期
や
中
止
の
報
道
が

さ
れ
て
い
る
。
成
人
式
は
、
人
生
の

節
目
と
な
る
記
念
す
べ
き
式
典
で
あ

る
。
本
町
で
は
、
毎
年
、
成
人
の
日

の
前
日
に
開
催
し
て
い
る
が
、
令
和

３
年
の
開
催
は
？

　
ま
た
、
２
０
２
２
年
４
月
か
ら
成

人
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る

が
、
そ
の
時
の
対
応
は
？

令
和
３
年
成
人
式
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
１
月
10
日
開
催

予
定
で
準
備
を
進
め
て
い
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

り
、
成
人
式
を
中
止
ま
た
は
延
期
す

る
自
治
体
も
少
し
ず
つ
増
え
て
き
て

い
る
が
、
本
町
に
お
い
て
は
、
対
象

人
数
や
会
場
等
を
考
え
た
場
合
、
密

に
な
ら
な
い
よ
う
来
賓
の
縮
小
や
保

護
者
等
の
制
限
を
す
る
と
と
も
に
、

式
典
内
容
を
変
更
し
、
感
染
防
止
対

策
を
徹
底
し
た
上
で
開
催
す
る
こ
と

は
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

今
後
感
染
状
況
が
さ
ら
に
悪
化
す
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
、
今
月
中
旬
以
降

に
開
催
の
可
否
に
つ
い
て
、
最
終
決

定
を
し
た
い
。

　

成
人
年
齢
の
引
き
下
げ
に
よ
る
成

人
式
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
18
歳

で
成
人
式
を
開
催
す
る
と
、
受
験
を

控
え
た
在
学
中
の
高
校
生
も
対
象
と

な
る
た
め
、
式
典
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が

難
し
く
な
り
、
年
齢
改
正
さ
れ
た
年

は
、
３
学
年
分
が
対
象
と
な
る
こ
と

か
ら
、
慎
重
な
対
応
が
必
要
で
あ

る
。
18
歳
で
成
人
式
を
行
う
か
、
ま

た
は
名
称
を
変
更
し
、
今
ま
で
ど
お

り
二
十
歳
で
式
典
を
行
う
か
、
近
隣

市
町
村
の
状
況
等
も
確
認
し
た
上
で

令
和
３
年
中
に
協
議
し
、
決
定
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

山本議員　 問 ①市町村サミット開催し交流の拡充を／②成人式の開催について

笹川町長　 答 ①現時点では考えていない／佐藤教育長　 答 ②感染防止対策を徹底し開催予定

問①

答①

問②答②
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シリーズ

◎遠別町の住民をピックアップし、まちの印象や、行政、議会に対しての思いなどをインタビュー
し、議会活動に役立ていきます。

「道の駅えんべつ富士見」の運営スタッフにスポットをあてました。

Ｑ. 新型コロナウィルス感染症の影響は？
菊地支配人：集客的には大分落ちると思いましたが、予想以上に利用
客が多く、１０月ぐらいまでは思った以上の売上げ伸ばすことができま
した。冬場は利用客が少なくなるため赤字になると見ていますが、想
定以上に夏場が良かったため、今年度は良い数字になると思います。

Ｑ . 地元の商品が完売する状況と耳にしますが？
菊地支配人：遠別産野菜や魚介類、製菓など特産物を買い求める利用
客が非常に多く、すぐに完売する状態で常に商品補充の電話をしてい
た状況です。町内の特産品で売上げの約６割を占め、えんべつコロッ
ケも好調で昨年12月までに5,000個以上売れています。来年度以降、
イベント等が再開された時に入荷できるか不安です。

Ｑ．道の駅の特色は？
菊地支配人：オロロンラインの道の駅の中で寄りやすく、建物もゆった
り休憩できるような構造になっているので、秋口から札幌 - 稚内間の
観光バスの昼食利用が増えました。	

Ｑ．今後イベント等の開催は？
菊地支配人：昨年はフリースペースのイベント利用が少なく、ビアガー
デンなども考えていましたが、新型コロナでできなかった。コロナが早
く収まれば夜の宴会などにも取り組みたい。

Ｑ . 町に要望する事はありますか？
重松副支配人：幼児センターについて、土曜日は、12時までに迎えに
行かなければならなく、午前中までの仕事をしている人も、12時まで
に迎えに行かなければならないので、預けるにも預けられない。こう
いう所に勤めると、土日、祝日がメインの仕事になるので、お母さん
世代が働くのは大変であります。以前中川町に居ましたが、幼児セン
ターは日曜日、祝日は休みですが、土曜日は１日子供を預かってもらえ
ました。遠別でもせめて土曜日も１日預かってもらえると、お母さん世
代がもっと働けるのではないかと思います。

～　来シーズンに向けて　～
菊地支配人：遠別産の特産物を充実させたい。夏前から魚を扱っているが、町民の方をはじめ、
天塩、幌延、初山別から買いに来ていただいている。道の駅として特産物の販売は町のＰＲを
担う意味でも大切な役目の一つと思うので、特産物や遠別産の魚介や野菜を充実をさせたい。

重松副支配人：遠別産の魚で季節を感じとってもらえるようにしたい。昨年は秋鮭の入荷が間
に合わなかったので、来シーズンは春は魚、夏はホッキ、秋になれば秋鮭という感じで町民の
方に来ていただき、ここに来たら必要なものが揃うと言っていただけるような道の駅にしたい。

　新しくなった遠別の顔として益々の活躍を期待したい。（文責：山下副委員長）

副支配人　重松 芽衣 さん

支配人　菊地 陽一 さん

えんべつ町民 独占インタビュー Vol.6

特産品コーナー

えんべつコロッケ
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議会を傍聴してみませんか
次の定例会は３月上旬 の開催予定です。

【お問い合わせ】
　議会事務局
　電　話　７－２１４７（直通）
　メール　gikai@town.embetsu.hokkaido.jp

詳しくはテレビ電話でご確認ください。

あとがき（小森委員長）

　コロナ感染症が始まって一年が過ぎた。北海道も昨
年末に感染者が増加し、不要不急の外出制限により、
経験のない生活を余儀なくされている。また、新型コ
ロナウイルス変異株の感染拡大も脅威であり、私たち
も今まで以上に感染予防対策に取
り組み、ワクチンや治療薬により
安心して過ごせる日々が一刻も早
く訪れることを願っている。

発行：遠別町議会
編集：議会報発行特別委員会
委 員 長　　小森　嘉孝
副委員長　　山下　　悟
委　　員　　白井　金治

　１月20日、インタビュー実施の際に道の駅
運営スタッフの皆さんを撮影いたしました。

タ イ ト ル 写 真
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